
〇
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

「
オ
リ
オ
Ⅹ
ｃ
ｉ
ｔ
ｅ
」

の
発
表

折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業

で
は
、
駅
南
側
で
民
間
開
発

が
本
格
化
す
る
段
階
に
入
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
４

月
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
「
オ
リ
オ
Ⅹ
ｃ
ｉ
ｔ

ｅ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
折
尾
発

展
の
カ
ギ
と
な
る

３
つ
の
エ
ッ
ク
ス
や
将
来
性

は
未
知
数
と
い
う
意
味
を
込

め
た
エ
ッ
ク
ス
を
か
け
合
わ

せ
た
も
の
で
、
市
内
の
高
校

生
・
大
学
生
の
４
分
の
１
が

折
尾
地
区
で
学
ん
で
い
る
こ

と
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
若

者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
元
の

熱
意
で
折
尾
の
ま
ち
を
成
長

さ
せ
て
い
く
未
来
を
描
き
た

い
と
考
え
掲
げ
た
も
の
で
す
。

〇
南
側
駅
前
広
場
周
辺
の
民

間
開
発
計
画

「
オ
リ
オ
Ⅹ
ｃ
ｉ
ｔ
ｅ
」

第
１
弾
と
し
て
、
市
と
民
間
企
業
３
社(

Ｊ
Ｒ
九
州
（
株
）
、

高
松
産
業
（
株
）
東
宝
住
宅
（
株
）)

は
ま
ち
づ
く
り
連

携
協
定
を
締
結
し
、
３
社
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
等
の
ビ
ル
４
棟
の
開
発
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
第
２
弾
と
し
て
、
私
有
地
と
売
却
希
望
の
民

有
地
を
市
が
集
約
し
て
開
発
事
業
者
を
公
募
す
る
北
九

州
市
初
の
取
り
組
み(

集
約
売
却)

を
行
な
っ
た
結
果
、

大
英
産
業
（
株
）
が
土
地
を
取
得
し
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
開
発
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
南
側
駅
前
広
場
周
辺
で
は
民
間
投
資
が

劇
的
に
加
速
し
て
お
り
、
既
に
建
築
中
の
２
棟
を
含
め

る
と
、
駅
南
側
の
大
規
模
な
開
発
計
画
は
７
棟
に
達
し

て
い
ま
す
。

〇
南
側
駅
前
広
場
の
整
備

折
尾
駅
南
側
駅
前
広
場
は
、
令
和
８
年
７
月
に
一
般

車
両
と
タ
ク
シ
ー
、
同
年

11
月
に
バ
ス(

市
営
、
西
鉄)

の
乗
り
入
れ
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
使
え
る
多
目
的

ベ
ン
チ
も
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
、

交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〇
折
尾
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

折
尾
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
の

第
７
回
変
更
を
行
な
う
予
定
で
す
。
今
回
の
変
更
内
容

は
、
大
き
く
２
つ
で
す
。

一
つ
目
は
事
業
期
間
を
３
年
間
延
伸
し
、
事
業
完
了

予
定
を
令
和

13
年
度
ま
で
に
、
二
つ
目
は
事
業
費
を

60

億
円
増
額
し
、
総
事
業
費
を
３
０
６
億
円
に
変
更
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
近
年
の
人
件
費
や
資
材
価
格
の
高

騰
に
加
え
、
建
物
移
転
時
期
の
遅
れ
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

今
後
と
も
、
住
み
や
す
く
、
魅
力
的
で
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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気候変動って何？
昔と比べて気温が高くなったり、雨のふりかたが変わったりすることを
気候変動といいます。人が石炭などを燃やしたせいで気候変動がおきて、
世界でいろんな事がおきています。

オリオＸｃｉｔｅ
折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業

エ キ サ イ ト

▲将来の南側駅前広場周辺イメージパース

※北九州市が描いたもので、実際の民間開発計画とは異なる場合があります

右
か
ら

東
宝
住
宅
（
株
）
常
務
取
締
役

東

裕
一
郎
氏

北
九
州
市
長

武
内

和
久
氏

九
州
旅
客
鉄
道
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

古
宮
洋
二
氏

高
松
産
業
（
株
）
代
表
取
締
役
副
社
長

住
吉
弘
太
郎
氏

「3つのX」

1番目のX：鉄道幹線の交差

(Cross=X)

2番目のX：若者(学生)と地域住民の交流

(Exchange=X)

3番目のX：南側駅(前開発による変革)
(Transformation=X)

食育・地産地消県民運動とは？

行政、保健医療、介護、商工業、農

林水産業、教育など幅広い関係者が

連携・協力し、県民スローガンのも

と、県民ぐるみで食育・地産地消を

推進していこうという取り組みです。

県民スローガン

「あまおう」「元気つくし」等だけ

でなく、福岡県ではおいしい農林水

産物がたくさん生産されています。

それらを県民の皆さんに「いただき

ます！」という感謝の気持ちを込め

て食べていただければ、食べる人だ

けでなく作る人にも「幸せ」が広が

るという想いを込めています。

ロゴマーク

「福岡 県」と 「幸福」 の

「福」の文字をペーストとし、笑っ

た口元で「元気」と「幸せ」を、そ

して双葉のイラストで、食と農が全

てに大切にされる新しい時代の芽生

えを表現しています。

買って応援！
食べて応援！！

以前より気温が高くなったり、大雨が増えたり、それは「気のせい」

ではありません。今、世界の機構が代わってきています。

発
見
！
福
岡
の
お
い
し
い
幸
せ

ふ
く
お
か
地
産
地
消
応
援
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
よ
り

地球温暖化による気候変動
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全
国
安
全
週
間
は
毎
年
７
月
１
日
か

ら
７
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

前
に
１
か
月
間
の
準
備
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
各

事
業
場
で
は
安
全
衛
生
活
動
の
計
画

や
広
報
、
講
習
会
な
ど
の
準
備
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
漏
れ
が
発
生
し
な

い
よ
う
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

趣
旨全

国
安
全
週
間
は
、
昭
和
３
年
に

初
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、
「
人
命

尊
重
」
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、

「
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害

防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の

安
全
意
識
の
向
上
と
安
全
活
動
の
定

着
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
に
一
度
も

中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
今

年
で
99
回
目
を
迎
え
る
。

事
業
場
で
は
、
労
使
が
強
調
、
労

災
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
努
力
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
災
害
は
前
年
同
期
よ
り
も
増
加

し
て
お
り
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
。
更
な
る
労
働
災
害
減
少
を
図

る
為
に
実
施
す
る
。

☆
安
全
広
報
資
料
の
作
成
・
配
布

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
用
い
て
職

場
内
外
に
安
全
意
識
を
広
め
ま
す
。

（
各
現
場
必
要
な
場
合
は
、
担
当
者

か
ら
総
務
へ
ご
連
絡
を
。
）

☆
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

現
場
の
安
全
点
検
や
リ
ス
ク
確
認

を
行
な
い
ま
す
。

☆
安
全
講
習
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催

事
業
者
間
で
の
意
見
交
換
や
好
事

例
の
共
有
を
通
じ
て
安
全
文
化
を
醸

成
し
ま
す
。

☆
外
部
講
師
の
手
配
や
会
場
予
約

３
月
～
４
月
の
う
ち
に
格
子
選
定

や
会
場
確
保
を
行
な
う
こ
と
が
推
奨

さ
れ
ま
す
。

☆
最
新
法
改
正
や
現
場
課
題
の
共
有

化
学
物
質
管
理
や
高
年
齢
労
働
者

の
安
全
対
策
な
ど
、
最
新
の
安
全
衛

生
情
報
を
取
り
入
れ
ま
す
。

☆
安
全
衛
生
表
彰
や
「
国
民
安
全

の
日
」
へ
の
協
力

職
場
の
安
全
活
動
を
評
価
し
、
７

月
１
日
の
行
事
に
参
加
し
ま
す
。

準
備
期
間
の
意
義

こ
の
準
備
期
間
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
全
国
安
全
週
間
本
番
に
向
け
て

安
全
意
識
を
高
め
、
労
働
災
害
の
防

止
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
込
み
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
事
前
に
計
画
を
立
て
る
事

で
、
講
師
手
配
や
予
算
管
理
な
ど
の

実
務
的
な
準
備
も
円
滑
に
進
め
ら
れ

ま
す
。

全
国
安
全
週
間
の
準
備
期
間
は
、

職
場
全
体
で
安
全
文
化
を
定
着
さ
せ

る
重
要
な
期
間
で
あ
り
、
労
使
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

全
国
安
全
週
間
（
７
月
１
日
～
７
日

準
備
期
間
６
月
１
日
～
30
日
）

北九州市は風力発電産業の最適地！

風力発電の関連産業は、海洋調査、製造・組立・建設・土木工事、

運転・維持管理、物流など裾野が広く、大きな経済効果、雇用創出

効果が期待できます。北九州市は、優れたポテンシャルを生かし、

風力発電産業の総合拠点を目指しています。

国内最大の

洋上風力

発電所

本格稼働！
洋上風車は、

現在「着床式」

が主流ですが、

今後はさまざま

な海域に対応

できる「浮体式」

が普及する見込

です。北九州市

では、響南西地

区を拠点として、

仮眠共同で浮体

式拠点開発の

検討を進めてい

ます。

Information

桜も咲き始め、新年度が始まりました

4月～6月は、JR・JR西日本講習、石綿・車両系(解体)・
足場組立技能講習と非常に講習の多い期間となります。
事前にメール、ライン等でお知らせ
しますので、確実に受講をお願いします。

◎４月 健康診断はスケジュール表を確認して受診を✚

◎５月 5/1～熱中症クールワークキャンペーン
救急BOX確認！！14種類揃っていますか？

期限はキレていませんか？

◎６月 6/1～全国安全週間準備期間
・準備期間に実施事項チェックシート
・はしご・脚立作業前点検リスト
・手すり先行工法等に関するガイドライン
・足場等の種類別点検チェックリスト

※他、多種用意していますので、必要な方はご連絡を…

◎７月 7/1～全国安全週間

編集部より

次号ではスタッフインタビュー！
現場紹介！ 復活します！！

☆折尾東西線道路改築工事(7-1)予定

気温差が激しく、体調を崩しやすい毎日が続いていますね。
健康管理を怠り体調を崩すと、判断力が鈍り、大きな事故にも
繋がりかねません。充分な睡眠、食生活等生活習慣を見直しし、

明日を笑顔で迎えましょう(*^▽^*)


